
あおぞら
　「こ
れ
な
に
？
」

　あ
る
日
の
我
が
家
の
食

卓
で
の
こ
と
で
す
。
４
歳

に
な
る
娘
が
あ
る
物
を
指

さ
し
て
言
い
ま
し
た
。
彼

女
が
指
さ
し
た
も
の
は
、

親
戚
に
戴
い
た
イ
ナ
ゴ
の
佃
煮
で

し
た
。
手
に
取
っ
て
よ
く
見
せ
て

み
る
と
ま
た
一
言
、「
バ
ッ
タ
じ
ゃ

な
い
か
」
私
が
一
つ
口
に
入
れ
る

と
ま
た
び
っ
く
り
。「
食
べ
ら
れ

る
の
？
」
彼
女
が
驚
く
の
も
無
理

は
あ
り
ま
せ
ん
。
確
か
に
バ
ッ
タ

そ
の
ま
ま
の
姿
で
す
も
の
。
昔
か

ら
長
野
県
で
は
虫
を
食
べ
る
と
い

う
食
文
化
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
ら

へ
ん
で
は
、
イ
ナ
ゴ
に
蜂
の
子
が

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
と
こ
ろ
で
す
。
蚕

か
い
こ

の
蛹さ

な
ぎも

食
べ
た
そ
う
で
す
。

　調
べ
て
み
る
と
、
世
界
中
の
多

く
の
国
で
様
々
な
虫
が
食
べ
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
、
日
本
で
も
各
地

で
郷
土
食
と
し
て
食
べ
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　食
が
溢あ

ふ

れ
て
い
る
今
で
は
食
べ

る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
長
い
間
受
け
継
が
れ
て

い
る
食
文
化
で
す
。
忘
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（ゆ
ど
う
ふ
）

夢
は
大
き
く
ハ
ワ
イ
ア
ン
ト
リ
オ

音楽で人生をパラダイスに!!

レイ＆アロハが似合ってます
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　第
28
回
北
部
公
民
館
文
化
祭
に
ウ
ク
レ
レ
演
奏
で

長
丘
地
区
の
「
ハ
ワ
イ
ア
ン
ト
リ
オ
」
が
出
演
し
ま

し
た
。
３
人
は
ハ
ワ
イ
旅
行
で
買
い
求
め
た
ウ
ク
レ

レ
で
練
習
を
重
ね
、
さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目

指
し
て
新
し
い
ウ
ク
レ
レ
を
購
入
し
、
腕
に
磨
き
を

か
け
て
い
ま
す
。
地
区
の
敬
老
会
や
文
化
祭
、
福
祉

施
設
な
ど
へ
、
レ
イ
を
頭
に
か
ぶ
り
、
ア
ロ
ハ
を
着

て
出
演
し
て
い
ま
す
。

　年
齢
を
重
ね
て
、
何
か
新
し
い
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
は
大
変
な
事
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

出
逢
え
な
か
っ
た
人
達
と
の
交
流
も
で
き
、
楽
し
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　長
丘
地
区
の
「
フ
ラ
」
の
グ
ル
ー
プ
と
は
日
頃
か

ら
交
流
を
し
て
お
り
、
一
緒
に
ス
テ
ー
ジ
へ
出
演
す

る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
ウ
ク
レ
レ
の
練
習
を
重
ね

て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
発
表
の
日
が
楽
し
み
で
す
。

12・
公
民
館
の

　
　
　

 
文
化
祭
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　中
野
市
文
化

芸
術
協
会
と
中

央
公
民
館
が
主

催
し
て
い
る
中

野
市
総
合
文
化

祭
は
、
今
年
で

42
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
長
期

に
わ
た
り
芸
能

祭
、
文
化
展
を

開
催
し
文
化
芸

術
の
鑑
賞
を
通

じ
て
大
勢
の
方
に
芸
術
の
秋
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　10
月
18
日(

土)

に
は
「
芸
能
祭
」

を
開
催
し
、
芸
能
部
門
の
21
団
体
が
、

ダ
ン
ス
、
民
謡
、
舞
踊
な
ど
23
演
目

を
発
表
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
か

わ
い
い
ダ
ン
ス
や
、
お
孫
さ
ん
と
一

緒
に
披
露
し
た
本
格
的
な
民
謡
な
ど
、

円
熟
さ
れ
た
芸
に
会
場
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　11
月
15
日（
土
）、

16
日
（
日
）
に
開

催
さ
れ
た
文
化
展

で
は
、
芸
術
部
門

の
団
体
が
、
絵
画
、

写
真
、
華
道
、
書

道
、
短
歌
、
俳
句

な
ど
の
作
品
を
中

央
公
民
館
に
展
示

し
、
多
く
の
来
館

者
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。

ことの音
ね

会

　第
28
回
北
部
公
民
館
文
化
祭
を
10

月
25
日
（
土
）・
26
日
（
日
）
に
開

催
し
ま
し
た
。

　25
日
は
金
井
雅が

楽が
く

愛
好
会
に
よ
る

雅
楽
演
奏
会
と
健
康
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
中
嶋
研
二
さ
ん
に
よ
る
講
演
会

「
健
康
と
生
き
が
い
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
金
井
雅
楽
愛
好
会
は
昭
和
初

期
に
発
足
し
、
現
在
10
名
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
和
楽
器
を
用
い
て
５
曲

の
演
奏
を
し
ま
し
た
。
中
島
研
二
さ

ん
の
講
演
で
は
、
健
康
を
「
生
命
の

質
・
生
活
の
質
・
人
生
の
質
」
か
ら

と
ら
え
る
こ
と
に
つ
い
て
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　作
品
展
で
は
、
倭
小
学
校
児
童
か

ら
工
作
作
品
、
柳
沢
遺
跡
新
聞
な

地
域
文
化
の
創
造

中央・北部・西部・豊田

ど
の
出
品

が
あ
り
ま

し
た
。
倭

地
区
な
ど

の
地
域
住

民
の
皆
さ

ん
、
各
サ

ー
ク
ル
か

ら
は
、
盆

栽
、
写
真
、

絵
画
、
書
、

詩
、
生
け

花
、
陶
芸
、

水
彩
画
、

手
芸
な
ど

が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。

　26
日
に

は
芸
能
祭

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
信
州
ス
パ

パ
ラ
ダ
イ
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る

元
気
な
吹
奏
楽
演
奏

に
始
ま
り
、
さ
く
ら

会
、
科
野
小
学
校
１

年
生
、
岩
井
東
琴き

ん

曜よ
う

会
な
ど
９
団
体
が
吹

奏
楽
、
剣け

ん

詩し

舞ぶ

、
音

楽
劇
、
ウ
ク
レ
レ
、

大
正
琴
、
合
唱
、
バ

レ
エ
を
熱
演
し
、
満

員
と
な
っ
た
会
場
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が

わ
い
て
い
ま
し
た
。

北　部
公民館

中　央
公民館

各サークルの作品倭地区の皆さんの盆栽

高社中学校吹奏楽部

金井雅楽愛好会

フラ ヒナヒナ（ハワイアンフラ）

第
42
回 

中
野
市
総
合
文
化
祭

下高井美術同好会

中野短歌会
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　文
化
祭
は
、
人
と
地
域
と
を
つ
な

げ
る
公
民
館
の
も
っ
と
も
重
要
な
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
一
人
一
人
が
趣
味
・

特
技
を
と
お
し
て
交
流
し
、
関
わ
り

あ
い
、
影
響
し
あ
っ
て
、
社
会
を
動

か
す
流
れ
が
で
き
る
。
そ
れ
が
、
文

化
祭
で
す
。

　今
年
10
月
24
日（
金
）～
26
日（
日
）

に
開
催
し
た
第
10
回
文
化
祭
で
は
、

新
た
な
試
み
と
し
て
、
サ
ー
ク
ル
に

よ
る
体
験
ブ
ー
ス
を
集
め
た
体
験
交

流
広
場
を
企
画
し
ま
し
た
。
地
域
と

直
接
交
流
し
よ
う
と
、
サ
ー
ク
ル
か

ら
出
た
意
見
を
も
と
に
、
半
年
か
け

て
練
り
上
げ
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

お
抹
茶
の
飲
み
方
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー

等
の
手
作
り
体
験
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ

ラ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
等
の
運
動
な

ど
、
10
団
体
12
種
類
の
体
験
で
そ
れ

ぞ
れ
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。
ま
た
、

替
佐
分
館
な
ど
の
出
店
や
、
パ
ト
カ

ー
や
消
防
車
の
展
示
も
あ
り
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、
い
ま
ま
で
に

な
い
盛
大
な
お
祭
り
に
な
り
ま
し
た
。

　西
部
公
民
館
は
、
11
月
８
日（
土
）、

９
日
（
日
）
に
第
24
回
文
化
祭
を
開

催
し
ま
し
た
。
玄
関
で
は
安
源
寺
子

ど
も
会
の
皆
さ
ん
が
植
え
て
く
れ
た

パ
ン
ジ
ー
や
ビ
オ
ラ
の
花
が
来
館
者

を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
作
品
展
で
は

地
域
の
方
や
趣
味
の
団
体
が
作
っ
た

押
絵
、
生
け
花
、
写
真
、
は
り
絵
等

様
々
な
作
品
の
他
に
、
高
丘
小
学
校
、

中
野
平
中
学
校
児
童
・
生
徒
の
作
品

や
、
西
部
公
民
館
主
催
の
講
座
受
講

者
の
皆
さ
ん
の
作
品
が
彩
り
を
添
え

て
く
れ
ま
し
た
。
９
日
の
芸
能
祭
で

は
、
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
、
バ
レ
エ
な
ど

西　部
公民館

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
持
っ
て

豊　田
公民館

18
団
体
に
よ
る
多
彩
な
発
表
が
あ
り
、

日
頃
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て
大

勢
の
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
点て

ま
え
ち
ゃ
せ
き

前
茶
席
に
よ
る
お
も
て

な
し
や
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
体
験
も
あ

り
、
文
化
祭
会
場
は
大
盛
況
で
し
た
。

中野平中学生の力作

MIDORI トワールメイツ

集
い・
学
び
・
交
流

ハワイアンフラ講座修了生



　金
井
の
北
部
県
道
端
に
、「
一
里
塚
簡
易

水
道
」
が
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
こ
こ
に
谷

街
道
の
一
里
塚
が
あ
っ
た
。
一
里
ご
と
に
小

さ
な
塚
を
築
き
松
や
榎え

の
きな

ど
を
植
え
て
、
旅

人
に
道み

ち
の
り法

を
知
ら
せ
た
り
休
息
の
場
所
に
す

る
な
ど
旅
人
の
便
宜
を
は
か
る
施
設
で
あ

る
。　江

戸
幕
府
は
慶
長
９
年
（
１
６
０
４
）
に
、

全
国
の
街
道
に
一
里
塚
を
設
置
す
る
よ
う
指

示
し
た
。
金
井
村
を
通
る
谷
街
道
は
、
北
国

街
道
矢や

し

ろ代
宿じ

ゅ
くか
ら
分
れ
、
小
布
施
町
か
ら
中

野
市
域
へ
入
り
安
田
へ
通
じ
て
い
た
。
中
野

市
域
に
は
、
西
江
部
村
と
金
井
村
と
柳
沢
村

に
一
里
塚
が
あ
っ
た
。

　金
井
の
一
里
塚
は
、
元
禄
８
年
（
１
６
９

５
）の
金
井
村
と
田
麦
村
の｢

水す
い
ろ
ん論

裁さ
い
き
ょ
じ
ょ
う

許
状｣

の
絵
図
に
出
て
く
る
。
文
久
２
年
（
１
６
８

２
）
と
明
治
２
年
（
１
６
８
５
）
の
中
野
代

官
所
へ
提
出
し
た
文
書
の
絵
図
を
合
わ
せ
み

る
と
、
金
井
村
の
一
里
塚
は
村
北
部
の
街
道

の
両
側
に
あ
っ
た
。
一
里
塚
は
、
饅
頭
型
に

盛
土
し
た
塚
の
上
に
、
大
き
な
榎
が
植
え
ら

れ
て
い
る
。
幕
末
ま
で
街
道
の
両
側
に
一
里

塚
が
あ
り
榎
が
描
か
れ
て
い
る
。
全
国
的
に

も
街
道
の
両
側
に
一
里
塚
が
幕
末
ま
で
残
っ

て
い
た
の
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　金
井
村
の
一
里
塚
の
土
地
は
、
明
治
９
年

（
１
８
７
６
）
に
内
務
省
の
指
示
に
よ
り
金

井
村
へ
払
い
下
げ
に
な
り
、
金
井
村
の
一
里

塚
は
な
く
な
っ
た
。

　 

　
　（河
野

　實
）

　金
井
分
館
は
、
中
野
市
北
部
の
平
岡
地
区

に
属
し
、
世
帯
数
240
戸
、
人
口
850
人
余
り
、

果
樹
園
が
広
が
り
そ
び
え
立
つ
高
社
山
を

仰
ぎ
見
る
地
域
で
す
。

　金
井
分
館
の
組
織
は
、
館
長
以
下
５
名

の
役
員
と
、
各
団
体
代
表
16
名
の
運
営
委

員
で
構
成
さ
れ
、
各
種
事
業
の
企
画
、
運

営
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　公
民
館
で
は
当
初
に
年
間
の
事
業
計
画

を
立
て
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　１
月
19
日
に
最
初
の
行
事
で
あ
る
「
ど
ん

ど
焼
き
」
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
小
学
生
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
実
施
し
ま

し
た
。
子
ど
も
達
の
喜
ぶ
姿
と
高
々
と
燃
え

上
が
る
神し

ん
え
ん炎

に
、
素
晴
ら
し
い
ス
タ
ー
ト
が

切
れ
ま
し
た
。

　５
月
18
日
に
は
、「
第
40
回
金
井
区
民
運

動
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
午
前
は
運
動
会
、

午
後
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
楽
し
み
ま

し
た
。
一
日
を
通
し
て
参
加
者
の
笑
顔

が
あ
ふ
れ
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
大
い
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　分
館
の
い
ず
れ
の
事
業
も
区
民
の

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
繋
が
り
を
絶
や

さ
な
い
よ
う
分
館
活
動
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
金
井
分
館
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
金
井
分
館
長

　綿
貫
一
郎
）

金 井 分 館
金
井
の
一
里
塚

ふ
る
さ
と
の
歴
史
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　日
本
ソ
ム
リ
エ
協
会
の
宮
澤
利
彦
さ

ん
を
講
師
に
試
飲
つ
き
の
ワ
イ
ン
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
。
品
種
や
製
造
方
法

な
ど
基
礎
知
識
か
ら
、
飲
み
ご
ろ
の
温

度
や
料
理
と
の
合
わ
せ
方
ま
で
、
て
い

ね
い
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　講
座
の
後
は
お
楽
し
み
の
試
飲
会
で
、

赤
と
白
、
３
種
類
の
ワ
イ
ン
を
飲
み
く

ら
べ
て
味
の
違
い
を
楽
し
み
な
が
ら
、

参
加
者
同
士
お
し
ゃ
べ
り
に
花
が
咲
き

ま
し
た
。

盛況だった敬老祝賀会

こ
ん
に
ち
は

分
館
分
館

ワ
イ
ン
の
セ
カ
イ
探
究
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今月の伝言板

講　座　名 日　　時 場　所 講　師 備　　　考
中　央
公民館 中央公民館ギャラリー　中野きりえの会

北  

部  

公  

民  

館

家庭教育学級
「子育ていきいき

サロン」 （後期）

○第1回　2月4日
（内容）おやつ（お菓子）作り
○第2回　2月25日

（内容）ヒップホップ
○第3回　3月11日

（内容）牛乳パックを使
ったおもちゃ作り

（全３回・毎回水曜日）
午前10時30分～正午

北部公民館

・パティシエ
　湯本陽子先生
・ＡＩ先生
・常田良子 先生

＜対象＞育児中の保護者
＜定員＞16名
＜受講料＞無料（おやつ作りは
食材費の負担あり）
＜申込受付＞12月15日㈪から
＜その他＞託児あり

米粉クッキング
＜内容＞米粉を使った料理
教室。

1月22日㈭ 洋菓子作り
1月29日㈭ 米粉パン作り
2月9日㈪ 米粉アイデア料理
毎回午後1時30分
　　　　　～ 3時30分

北部公民館

・手作り菓子工房
　MimiEden
　宮下彩花先生
・佐藤清美 先生

＜定員＞各回16名
参加したい回のみの受付可能
＜受講料＞500円程度
＜持ち物＞三角巾・エプロン・
タッパー・ふきん
＜申込受付＞12月15日㈪から

西
部
公
民
館

シニア大学
12月5日～ 2月27日

（全11回・毎回金曜日）
午後１時30分～ 3時

西部公民館

・大学教授
・ご住職
・スポーツ指導員
・音楽団体
ほかのみなさん

＜参加費＞無料
＜持ち物＞筆記用具
※大学教授、ご住職の講座や健
康体操、音楽鑑賞など様々な内
容で行います。

豊 

田 

公 

民 

館

伝統行事
ものづくり体験
～豊作を祈る
　　まゆ玉づくり～

１月10日㈯
午前10時～正午 もみじ荘 信州中野ふるさと

交流団のみなさん

＜定員＞40名
＜材料費＞100円※入湯の場合
は別にお支払いください。
＜持ち物＞はさみ、お盆、エプ
ロン

手縫いでかんたん。
暖房いらず。
ねこはんてんづくり
～ねんねこ袢てん～

１月17日㈯・１月24日㈯
午後１時30分～３時30分

豊田文化
　センター

中野友の会の
みなさん

＜定員＞15名
＜材料費＞1,500円
＜持ち物＞裁縫道具、細口の黒
の縫い糸
＜申込締切＞１月８日㈭

平成27年平成27年１１2929月月 日日（木）（木）午後１時30分～３時午後１時30分～３時

中野市中央公民館中野市中央公民館３階講堂３階講堂

演題

講師

■問い合わせ先　中野市三好町一丁目４番27号　中央公民館　電話　0269－22－2691

「生きる」「生きる」

日時

会場

原 　 伸 介 先生原 　 伸 介 先生
はら　　　　　　しん　　  すけはら　　　　　　しん　　  すけ

入場
無料

平成26年度　中野市シニア大学　一般公開講座

信濃白炭　炭師(炭焼き職人)
公益財団法人修養団　伊勢道場　特別講師
株式会社　柳沢林業　社長顧問
「日本おとなの遊び塾」塾頭

信濃白炭　炭師(炭焼き職人)
公益財団法人修養団　伊勢道場　特別講師
株式会社　柳沢林業　社長顧問
「日本おとなの遊び塾」塾頭

講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

公民館ホームページ　http://www.city.nakano.nagano.jp/categories/kouminkan/



　吉
田
の
日
野
神
社
で
は
、
毎
年
９
月
22
日
の

夜
に
小
学
生
３
人
に
よ
る
獅
子
舞
が
披
露
さ
れ

ま
す
。

　獅
子
頭
と
介
添
え
役
の
２
人
が
組
ん
で
３
種

の
舞
を
行
い
、
小
学
校
４
年
生
の
歳
の
子
ど
も

は
お
ん
べ
、
５
年
生
は
お
ん
べ
と
鈴
、
６
年
生

は
剣
を
手
に
し
て
踊
り
ま
す
。

　大
人
の
祭
り
保
存
会
員
か
ら
約
２
週
間
稽
古

を
受
け

て
10
分

程
度
あ

る
そ
れ
ぞ
れ
の
学

年
の
振
付
け
を
体

得
し
、
本
番
に
臨

み
ま
す
。

　大
人
の
保
存
会

員
に
よ
る
舞
と
共

に
江
戸
時
代
後
期

か
ら
行
わ
れ
て
お

り
、
来
観
さ
れ
た

方
に
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

花と季節の写真募集
　文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市
内
の
花
や
季
節

の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未
発
表
写
真
に
限
り
ま
す
。

四
ッ
切
り
ま
で
（
ワ
イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の
プ
リ
ン
ト
、
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の
も
の
）。

　氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影
場
所
、
花
の
名

前
等
を
書
き
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
匿
名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー
ム

掲
載
は
そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
随
時
募
集
！

〠
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３
―
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０
２
５

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号

中 

央 

公 

民 

館

☎
２
２
・
２
６
９
１

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@city.nakano.nagano.jp

宛　先

初冬のハナミズキ／小田中(小林幸成)
A.K

なまこ壁／中町（月岡尚雄）

子守柿／硲(小林日出夫)

次の世代へ伝統芸能の継承

野菊／草間（宮澤　聰)


